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１ 日 時 

令和 ８年 １月１６日（金） 午後１時３０分～午後２時４５分 

２ 会 場 

湧別町保健福祉センター 会議室 

３ 会議及び用務 

令和７年度 湧別町保健医療福祉協議会 第１回 地域福祉部会 

４ 出席者 

委員：７名（欠席：神尾委員、奥谷委員） 

町 ：前野福祉課長、鈴木福祉課主幹 

５ 結果要旨 

○部会長が決まるまで事務局（前野福祉課長）が進行。 

 

１．開会 

 

２．部会長・副部会長の選出 

  選出方法について各委員に意見を求めたところ、寺田委員より事務局 

  案との発言があり、他に意見がなかったため、事務局案を提案。 

  部 会 長：佐藤 和也 氏（湧別オホーツク園 施設長） 

  副部会長：三好 信一 氏（湧愛園 施設長） 

  各委員異議なしとのことで事務局案のとおり決定。 

 

３．部会長あいさつ 

  佐藤部会長より挨拶。以後は佐藤部会長が進行。 

 

４．協議事項について（説明者：鈴木主幹） 

  湧別町地域福祉計画の策定について（諮問事項） 

① 地域福祉計画の策定について 

社会福祉法、ガイドライン等について説明。 

② 第３期（R4～R13）湧別町総合計画（抜粋）について 

第３期総合計画について説明。 

③ 第３期（R8～R 12）地域福祉計画（素案）について 
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第３期地域福祉計画（案）について説明。 

【意見等】 

   〇篠田委員 

質 問：高齢者や障がい者の権利擁護の啓発普及はどのように行ったのか。 

回 答：相談があった時に説明を行っている。 

   質 問：成年後見制度の支援体制はどのようなことか。 

   回 答：湧別町成年後見制度利用支援事業実施要綱に基づき行うことであ

る。 

質 問：災害時の支援体制の構築について、支援者の把握方法はどの様に 

行うのか。 

   回 答：毎年取りまとめを行っている世帯人員申告書及び障がい者や介護 

認定者名簿により把握する。 

 

５．今後のスケジュール（説明者：鈴木主幹） 

   概ね事務局案のとおりであるが、計画修正案の検討のため１月下旬に開催

を予定していた第２回部会については、今回の部会において特に質疑等がな

く素案を修正・変更する必要がないため開催しない方向となり、今回の部会

をもって部会案が決定。 

２月上旬からのパブリックコメントを経て、意見が寄せられれば第２回部

会を開催し最終案を決定する。 

３月中に協議会（全体会）が開催され、答申案が決定となる。 

その後、３月下旬に第３期計画公表となる予定。 

 

６．その他 

  なし。 

 

７．閉会 

  


